
2023/02/24 10:39:07 / 22941367_株式会社テノ．ホールディングス_招集通知_電子提供措置用

招集ご通知

証券コード　7037
（発送日）2023年３月８日

（電子提供措置開始日）2023年３月２日
株　主　各　位

福 岡 市 博 多 区 上 呉 服 町 1 0 番 1 0 号
株式会社テノ．ホールディングス

代表取締役社長 池　内　比呂子
第８期定時株主総会招集ご通知

拝啓　平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
　さて、当社第８期定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご案内申し
上げます。
　本株主総会の招集に際しては、株主総会参考書類等の内容である情報（電子提供措置事項）につい
て電子提供措置をとっており、インターネット上の当社ウェブサイトに掲載しておりますので、以下
のウェブサイトにアクセスのうえ、ご確認くださいますようお願い申し上げます。
　当社ウェブサイト https://www.teno.co.jp/
（上記ウェブサイトにアクセスいただき、メニューより「投資家情報」「株式情報」「株主総会」を
順に選択いただき、ご確認ください。）
　また、電子提供措置事項は、当社ウェブサイトのほか、東京証券取引所（東証）のウェブサイトに
も掲載しておりますので、以下よりご確認ください。
　東京証券取引所ウェブサイト（東証上場会社情報サービス） 
https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show
（上記の東証ウェブサイトにアクセスいただき、「銘柄名（会社名）」に「テノ．ホールディング
ス」又は「コード」に当社証券コード「7037」を入力・検索し、「基本情報」「縦覧書類/PR情
報」を順に選択して、「縦覧書類」にある「株主総会招集通知/株主総会資料」欄よりご確認くださ
い。）
　なお、当日のご出席に代えて、以下のいずれかの方法によって議決権を行使することができますの
で、お手数ながら株主総会参考書類をご検討のうえ、2023年３月22日（水曜日）午後６時までに議
決権を行使してくださいますようお願い申し上げます。
【書面（郵送）による議決権行使の場合】
　本招集ご通知とあわせてお送りする議決権行使書用紙に議案に対する賛否をご表示いただき、上記
の行使期限までに到着するようご返送くださいますようお願い申し上げます。
【インターネット等による議決権行使の場合】
　「インターネット等による議決権行使のご案内」をご確認くださいますようお願い申し上げます。
　なお、議決権行使書とインターネット等による方法と重複して議決権を行使された場合は、インタ
ーネット等による議決権行使を有効なものといたします。

敬　具

－ 1 －



2023/02/24 10:39:07 / 22941367_株式会社テノ．ホールディングス_招集通知_電子提供措置用

招集ご通知

１．日 時 2023年３月23日（木曜日）午前10時
２．場 所 福岡市中央区渡辺通１丁目１番２号

ホテルニューオータニ博多　４階　「鶴の間」
（ご来場の際は、末尾の「株主総会会場ご案内図」をご参照のうえ、お間違えの
ないようにご注意ください。）
（電話）092-714-1111

３．目 的 事 項
報 告 事 項 １. 第８期（2022年１月１日から2022年12月31日まで）事業報告、連結計算書

類の内容報告並びに会計監査人及び監査役会の連結計算書類監査結果報告の件
２. 第８期（2022年１月１日から2022年12月31日まで）計算書類の内容報告の

件
決 議 事 項

第１号議案 剰余金処分の件
第２号議案 退任取締役に対し退職慰労金贈呈の件

記

以　上
　当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますようお
願い申し上げます。
　電子提供措置事項に修正が生じた場合は、上記インターネット上の当社ウェブサイト及び東証ウェ
ブサイトにおいて、その旨、修正前及び修正後の事項を掲載いたします。
　書面交付請求をいただいた株主様には、電子提供措置事項を記載した書面をあわせてお送りいたし
ますが、当該書面は、法令及び当社定款第15条の規定に基づき、次に掲げる事項を除いておりま
す。
　① 事業報告の「新株予約権等の状況」「会計監査人の状況」「業務の適正を確保するための体制

及び当該体制の運用状況の概要」
　② 連結計算書類の「連結株主資本等変動計算書」「連結注記表」
　③ 計算書類の「株主資本等変動計算書」「個別注記表」
　したがいまして、当該書面に記載している事業報告、連結計算書類及び計算書類は、会計監査人が
会計監査報告を、監査役が監査報告を作成するに際して監査をした対象書類の一部であります。
　なお、本株主総会におきましては、書面交付請求の有無にかかわらず、株主の皆様に電子提供措置
事項から上記事項を除いたものを記載した書面を一律でお送りいたしております。
　当日は、お土産をご用意しておりますが、ご出席の株主お一人様に対し１個とさせていただきま
す。
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議決権行使についてのご案内

議決権行使についてのご案内
株主総会における議決権は、株主の皆様の大切な権利です。
後記の株主総会参考書類をご検討のうえ、議決権を行使してくださいますようお願
い申し上げます。
議決権を行使する方法は、以下の３つの方法がございます。

株主総会に
ご出席される場合

書面（郵送）で議決権を
行使される場合

インターネットで議決権
を行使される場合

同封の議決権行使書用紙を会場受付
にご提出ください。

同封の議決権行使書用紙に議案に対
する賛否をご表示のうえ、ご返送く
ださい。

次頁の案内に従って、議案の賛否を
ご入力ください。

日　時 行使期限 行使期限

2023年３月23日（木曜日）
午前10時

（受付開始：午前９時30分）

2023年３月22日（水曜日）
午後６時到着分まで

2023年３月22日（水曜日）
午後６時入力完了分まで

議決権行使書用紙のご記入方法のご案内
こちらに議案の賛否をご記入ください。
第１・２号議案

◦ 賛成の場合 「賛」の欄に〇印
◦ 反対する場合 「否」の欄に〇印

議 決 権 行 使 書
御中

株主番号　○○○○○○○○ 　議決権の数 XX 個

スマートフォン用
議決権行使
ウェブサイト
ログインQRコード

1.　

2.

3.

4.　

○○○○○○○

（
切
取
線
）

○○○○

○○○○○○○

××××年　×月××日

※議決権行使書用紙はイメージです。

見 本

書面（郵送）及びインターネット等の両方で議決権行使をされた場合は、インターネット等による議決権行使を有効な議決権行使としてお取り扱いいたします。また、
インターネット等により複数回、議決権行使をされた場合は、最後に行われたものを有効な議決権行使としてお取り扱いいたします。
各議案につき賛否の表示がない場合は、賛成の意思表示があったものとして取り扱わせていただきます。
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議決権行使についてのご案内

インターネット等による議決権行使のご案内

ログインQRコードを読み取る方法
「スマート行使」

議決権行使コード・パスワードを
入力する方法

議決権行使コード及びパスワードを入力することなく議決権行使
ウェブサイトにログインすることができます。

議決権行使
ウェブサイト https://soukai.mizuho-tb.co.jp/

　

以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。2

「スマート行使」での議決権行使は1回のみ。
議決権行使後に行使内容を変更する場合は、お手数ですがPC向
けサイトへアクセスし、議決権行使書用紙に記載の「議決権行使
コード」・「パスワード」を入力してログイン、再度議決権行使を
お願いいたします。
※‌‌QRコードを再度読み取っていただくと、PC向けサイトへ遷移
できます。

議決権行使書用紙右下に記載のQRコードを読み取ってください。1
議 決 権 行 使 書

御中

株主番号　○○○○○○○○ 　議決権の数 XX 個

スマートフォン用
議決権行使
ウェブサイト
ログインQRコード

1.　

2.

3.

4.　

（
切
取
線
）

○○○○

○○○○○○○

××××年　×月××日

議 決 権 行 使 書
御中

株主番号　○○○○○○○○ 　議決権の数 XX 個

スマートフォン用
議決権行使
ウェブサイト
ログインQRコード

1.　

2.

3.

4.　

（
切
取
線
）

○○○○

○○○○○○○

××××年　×月××日

※‌‌「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

見 本
見 本

議決権行使ウェブサイトにアクセスしてください。1

「次へすすむ」をクリック
議決権行使書用紙に記載された
「議決権行使コード」をご入力ください。

2

「議決権行使コード」
を入力

「次へ」をクリック
議決権行使書用紙に記載された
「パスワード」をご入力ください。

3

「パスワード」を入力

実際にご使用になる
新しいパスワードを
設定してください

「登録」をクリック

以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。4
※操作画面はイメージです。

インターネットによる議決権行使で
パソコンやスマートフォン、携帯電話の操作方法などが
ご不明な場合は、右記にお問い合わせください。

みずほ信託銀行　証券代行部　インターネットヘルプダイヤル
 0120-768-524

（受付時間　年末年始を除く９：00～21：00）
機関投資家の皆様は、株式会社ICJの運営する機関投資家向け議決権電子行使プラットフォームをご利用いただくことが可能です。
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剰余金処分の件、退任取締役に対し退職慰労金贈呈の件

株主総会参考書類

第１号議案　剰余金処分の件
　当社は、株主の皆様に対する利益還元を経営の重要課題と位置づけ、将来の事業展開に備えた財務
体制・強化を図りつつ、安定した配当を継続することを基本方針としております。
　上記の基本方針に基づき、当期の期末配当につきましては、１株につき９円とさせていただきたく
存じます。

（1）配当財産の種類
金銭といたします。

（2）配当財産の割当てに関する事項及びその総額
当社普通株式１株につき金９円　　総額は40,976,784円

（3）剰余金の配当が効力を生じる日
2023年３月2４日

氏名 略歴
よしの　はるひこ

吉野　晴彦
2016年12月 　当社取締役（現任）
2021年11月 　株式会社テノ．コーポレーション代表取締役（現任）

第2号議案　退任取締役に対し退職慰労金贈呈の件
　2023年3月22日付で取締役を退任される吉野晴彦氏に対し、在任中の功労に報いるため、当社の
定める一定の基準に従い相当額の範囲において、退職慰労金を贈呈することといたしたいと存じま
す。
　なお、その具体的金額、贈呈の時期、方法等は、取締役会にご一任願いたいと存じます。
　本議案は、当社において予め取締役会で定められた取締役の個人別の報酬等の内容にかかる決定方
針に沿って、過半数が社外取締役で構成される指名報酬委員会への諮問を経て取締役会において決定
しており、相当であると判断しております。
　退任取締役の略歴は、次のとおりであります。

以上
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当事業年度の事業の状況

(2022年 1 月 1 日から
2022年12月31日まで)

（提供書面）

事　 業　 報　 告

１．企業集団の現況
⑴　当事業年度の事業の状況

①　事業の経過及び成果
　当連結会計年度におけるわが国の経済は、新型コロナウイルス感染症のワクチン接種が本格
的に進み、政府による各種政策の効果により経済活動が今後持ち直しに向かうことが期待され
ているものの、円安等による原材料費の高騰など依然として先行きが不透明な状況が続いてお
ります。また、少子高齢化による労働人口の減少への対処が課題とされており、持続可能な開
発のためにも女性の社会進出や活躍推進を促すことのできる保育施設等の社会インフラの整備
は年々重要性を増しております。

当社グループを取り巻く事業環境は、子ども政策の司令塔となる「こども家庭庁」の設置法
案が衆院本会議で可決され、2023年４月の設置が見込まれております。これにより、少子化
対策や子どもの貧困、女性の社会的な活躍を推進するための環境整備、支援体制の構築など、
様々なニーズに応じた子育て支援の充実に向けた施策が行われる等、女性活躍に資する多様な
働き方推進や基盤整備に強い関心が払われております。

また、2020年12月公表の「新子育て安心プラン」においては、2021年度から2024年度末
までの４年間で約14万人分の保育の受け皿整備が必要であることが示されております。女性の
就業率に関してもこれまで80％を目標としておりましたが、82％（2025年まで）へ引き上げ
ることが閣議決定されております（2019年2月「第２期『まち・ひと・しごと創生総合戦
略』」より）。こうした政府の方針を受け、引き続き市場規模の拡大が見込まれるとともに、
地域福祉を支える社会インフラとして当社グループが行う事業の役割は、これまで以上に重要
性を増すものと考えております。

また、政府は、2023年度の施政方針演説にて「次元の異なる少子化対策」として子育てへ
の経済的支援の強化、幼児教育、保育など子育てサービスの充実の検討を表明しております。
これにより、当社グループは、働く女性が子どもを産み、子育てをするための社会インフラサ
ービス提供者としての役割が期待されます。
このような環境のもと、当社グループは高まる保育所ニーズや女性の社会進出による様々なニ
ーズに応えるべく、当連結会計年度に以下のとおり新規に運営を開始しております。

－ 6 －



2023/02/24 10:39:07 / 22941367_株式会社テノ．ホールディングス_招集通知_電子提供措置用

当事業年度の事業の状況

（公的保育事業）　　　　合計１施設
　認可保育所
　　東京都　　　　　　　　　１施設（中央区１施設）
（受託保育事業）　　　　合計９施設
　企業内・病院内保育施設
　　福岡県　　　　　　　　　４施設（福岡市１施設、宗像市１施設、久留米市１施設、北九
州市１施設）
　　鹿児島県　　　　　　　　１施設（薩摩川内市１施設）
　　沖縄県　　　　　　　　　１施設（糸満市１施設）
　学童保育施設
　　福岡県　　　　　　　　　３施設（筑後市３施設）
（介護事業）　　　　　　合計４施設
　高齢者向け住宅介護施設
　　大阪府　　　　　　　　　４施設（豊中市１施設、東大阪市２施設、岸和田市１施設）
（その他）　　　　　　　合計２施設
　地域型保育事業施設
　　沖縄県　　　　　　　　　１施設（うるま市１施設）
　通所介護施設
　　福岡県　　　　　　　　　１施設（福岡市１施設）

　また、2022年11月30日をもって子会社化いたしました、株式会社ホームメイドクッキング
の料理教室が56校（首都圏24校、関西東海19校、九州２校、その他地域11校）ございます。
　上記を踏まえ、2022年12月末時点の運営施設数は、公的保育事業において65施設（認可保
育所46施設、小規模認可保育所19施設）、受託保育事業において221施設（受託保育所130
施設、学童保育所59施設、わいわい広場32施設）、介護事業において４施設（住宅型有料老
人ホーム３施設、サービス付高齢者向け住宅１施設）、その他において９施設（認可外保育所
４施設、地域型保育事業施設２施設、通所介護施設（デイサービス）３施設）、料理教室56校
の計355施設（校）となっております。

　この結果、当連結会計年度における、売上高は12,128百万円（前連結会計年度比5.9％
増）、営業利益は154百万円（同67.0％減）、経常利益は156百万円（同65.6％減）、親会
社株主に帰属する当期純損失は27百万円（前年は237百万円の利益）となりました。
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当事業年度の事業の状況

　セグメント別の業績は、次のとおりであります。なお、記載のセグメントの業績はセグメン
ト間取引の相殺前の数値であります。

（公的保育事業）
　公的保育事業におきましては、当連結会計年度において新規に認可保育所１施設を開設いた
しました。また、各既存施設において、保育の質の向上及び効率的な運営に注力いたしまし
た。当期は2022年度開設の園と一昨年度前に開設した園の貢献もあり昨年と比べて増収とな
りました。しかしながら、新規園の開設費などが発生しました。加えて水道光熱費、給食費の
高騰によって利益を圧迫いたしました。また、本部体制強化及び現場職員採用にかかる活動に
注力したことにより販管費における人件費が増加いたしました。
　この結果、当連結会計年度における売上高は7,528百万円（前連結会計年度比1.7％増）、
セグメント利益は577百万円（同25.2％減）となりました。

（受託保育事業）
　受託保育事業におきましては、企業・病院等が設置する保育施設の新規受託の営業活動に注
力し、当連結会計年度においては新たに６施設開設いたしました。また、既存の受託施設にお
ける受託単価の見直しにも注力し、収益基盤の強化に取り組んでおります。学童保育施設につ
きましては、新たに福岡県筑後市と取引を開始し３施設の運営を開始いたしました。各既存施
設において、保育の質の向上及び効率的な運営に注力いたしました。しかしながら、昨年に引
き続き、新型コロナウイルス感染症の影響を背景とした、施設の休園や利用者の「預け控え」
により、施設の稼働減少が続きました。
　この結果、当連結会計年度における売上高は3,346百万円（前連結会計年度比3.8％減）、
セグメント利益は59百万円（同57.1％減）となりました。

（介護事業）
　当連結会計年度において、株式会社フォルテの全株式を取得し連結の範囲に含めたことによ
り、「介護事業」を新たに報告セグメントに追加しております。株式会社フォルテでは、住宅
型有料老人ホーム３施設、サービス付高齢者向け住宅１施設を運営し、利用者増加に向けたサ
ービス向上に注力いたしました。この結果、当連結会計年度における売上高は481百万円、セ
グメント利益は35百万円となりました。

（生活関連支援事業）
　当連結会計年度において、株式会社ホームメイドクッキングの全株式を取得し連結の範囲に
含めたことにより、「生活関連支援事業」を新たに報告セグメントに追加しております。株式
会社ホームメイドクッキングでは、料理教室56校を運営し、新規入会者の増加に向けた施策に
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当事業年度の事業の状況

施　設　名 施設の種類 開　設　日

 ほっぺるランド清澄通り勝どき 認可保育所 2022年４月１日

 元気のふる里デイサービス那珂 介護施設（デイサービス） 2022年４月１日

取り組みました。この結果、当連結会計年度における売上高は134百万円、セグメント利益は
19百万円となりました。

（その他）
　その他におきましては、主に幼稚園や保育所に対する保育人材の派遣事業、地域型保育事業
施設における保育並びに通所介護施設におけるサービスの質の向上及び効率的な運営に注力い
たしました。通所介護施設の新規開設及び地域型保育事業施設の新規開設の貢献もあり、昨年
と比べて増収となりました。
　この結果、当連結会計年度における売上高は638百万円（前連結会計年度比9.3％増）、セ
グメント損失は12百万円（前連結会計年度はセグメント損失20百万円）となりました。

②　設備投資の状況
　当連結会計年度は、公的保育事業における新規認可保育所の設備投資を中心に、有形固定資
産の取得による支出363百万円を実施しました。主な内容は下記のとおりであります。

③　資金調達の状況
　当連結会計年度中に、当社グループの所要資金として、金融機関より長期借入金として
1,390百万円の調達を行いました。
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財産及び損益の状況、重要な親会社及び子会社の状況

区 分
第 ５ 期

(2019年12月期)

第 ６ 期

(2020年12月期)

第 ７ 期

(2021年12月期)

第 ８ 期
(当連結会計年度)
(2022年12月期)

売 上 高 (百万円) 10,050 10,778 11,454 12,128

経 常 利 益 (百万円) 460 593 455 156
親 会 社 株 主 に 帰 属
する当期純利益又は
親 会 社 株 主 に 帰 属
する当期純損失(△)

(百万円) 287 339 237 △27

１株当たり当期純利益
又は当期純損失（△） (円) 62.81 72.83 50.71 △5.99

総 資 産 (百万円) 6,131 7,419 7,294 9,323

純 資 産 (百万円) 1,824 2,127 2,331 2,180

１ 株 当 た り 純 資 産 (円) 392.72 456.84 497.82 478.86

⑵　財産及び損益の状況

（注）１. 売上高には、消費税等は含まれておりません。
　　　２. 当社は、2019年７月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っておりますが、第５

期の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり当期純利益及び１株当たり純資産を算
定しております。なお、１株当たり当期純利益又は当期純損失は、自己株式を控除した期中平均発
行済株式総数により、１株当たり純資産は、自己株式を控除した期末発行済株式総数により算定し
ております。

会 社 名 資 本 金 当社の議決権比率 主 要 な 事 業 内 容

株式会社テノ．コーポレーション 50百万円 100.0％ 公的保育事業

株 式 会 社 テ ノ ． サ ポ ー ト 50百万円 100.0％ 受託保育事業、その他

オ フ ィ ス ・ パ レ ッ ト 株 式 会 社 7百万円 100.0％ 公的保育事業、その他

株 式 会 社 フ ォ ル テ 3百万円 100.0％ 介護事業

株式会社ホームメイドクッキング 100百万円 100.0％ 生活関連支援事業

⑶　重要な親会社及び子会社の状況
①　親会社の状況

　該当事項はありません。
②　重要な子会社の状況

－ 10 －



2023/02/24 10:39:07 / 22941367_株式会社テノ．ホールディングス_招集通知_電子提供措置用

対処すべき課題

⑷　対処すべき課題
①　人材の確保
　当社グループ運営施設の増加に伴い、保育士、調理師、看護師、介護士等の資格を有する優
秀な人材の確保が急務となっています。
　特に保育士の有効求人倍率は依然全国的に高位に推移しており、大都市圏を中心に採用が難
しい状況が続いております。このような中、当社グループではこれまでの経験者を中心とした
採用から新卒者採用に注力しており、また人材紹介会社経由の採用に依存しない採用経路確保
に継続して取組んでおります。さらに給与条件の改善をはじめ、研修制度の充実、人事評価制
度の見直し等を通じた総合的な処遇改善への取り組みや、保育園と本部が一体となって保育士
の働きがいの向上に取り組むプロジェクトとしてチームエンゲージメントセンター（TEC）を
立ち上げるなど、優秀な人材の確保に向けた施策を推進しております。

②　人材の育成
　当社グループでは、テノスクール（tenoSCHOOL）の運営を通じて、保育士資格取得やベ
ビーシッター向けの講座、子ども・子育て支援研修制度による自治体主催研修への講師派遣等
を通じ、人材の育成・教育を実施しております。また当社グループ運営施設においては、保育
のスキルアップ研修や安全・アレルギー研修等を通じ、常に質の高いサービスを提供するため
に、人材への継続的な教育投資を実施しております。
　今後当社グループが担うべき役割や果たすべき責任は、今後ますます大きくなってくると見
込んでおり、社会的な要請や多様化するニーズに対してしっかりと応え続けるべく、人材の育
成に継続して努めてまいります。

③　保育の質の維持・向上
　当社グループでは、公的保育事業を株式会社テノ．コーポレーション及びオフィス・パレッ
ト株式会社が、受託保育事業を株式会社テノ．サポートが担っております。事業特性に応じた
組織運営によりノウハウの集約を図り、効率的・組織的な管理体制を構築しています。また、
研修機会の充実や総合的な処遇改善等による働き方改革の推進により、保育の質の維持・向上
に努めてまいります。
　重ねて保育の現場では、保育士等の職員がより保育に集中できる環境作りや一人一人の児童
に対してしっかりと向き合う機会を作る仕組みの構築に努めております。具体的には、タブレ
ット機器の導入や見守りカメラの設置といった保育施設のＩＣＴ化（コンピューター技術を活
用した保育業務の支援機器等の導入）を推進しております。

④　コンプライアンスへの取り組み
　当社グループでは、保育事業や介護事業等を展開するにあたって根拠となる法律・条令等の
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対処すべき課題

遵守は、厳格に実施しております。
　また当社グループが有している施設利用者等の個人情報についても、法律に則った取扱いを
徹底しております。これらコンプライアンスへの取り組みとして、社内規程の拡充整備を進
め、社員研修等により日常的にコンプライアンスへの意識を高め、適正に業務を遂行してまい
ります。

⑤　安定的な資金調達の確保と財務基盤の強化
　今後も継続的に公的保育施設の開設を進めるためには、必要な設備投資資金を安定的に確保
することが重要となります。当社グループでは、複数の金融機関との継続的取引を通じた安定
調達、財務安全性を高める諸施策の実施による財務基盤の強化を進め、安定的かつ機動的な資
金調達に努めております。

⑥　M&AとPMIの推進
　当社グループは、M&Aを推進することで、サービス領域の強化・拡大などに取り組んでお
ります。今後は、PMIを通じて当社水準の経営管理体制を構築しつつ、当社グループの成長に
寄与する案件の適切な実行を積極的に推進してまいります。
　また、PMI以降のフェーズにおいては、経理、総務、人事面の連携によりグループ会社の成
長を支援するとともに、グループ会社向けの経営管理部門の体制を強化し、グループ全体での
経営基盤をさらに強固にしてまいります。

⑦　事業基盤安定化のための新規事業への着手
　当社グループの公的保育事業につきましては、国及び自治体の保育所に対する政策変更等に
大きく影響を受けております。また受託保育事業につきましても、クライアント企業の業績変
動等に影響を受けております。
　一方、当社グループは、「私たちは、女性のライフステージを応援します。」を経営理念の
一つに掲げ、女性が育児をしても、家事をしても、介護をしてもなお、働き続けるために「い
ったい何が必要なのか」を基本にこれまで事業展開しており、ベビーシッターサービス、ハウ
スサービス、保育人材の紹介・派遣、人材教育を行うテノスクール（tenoSCHOOL）、企業
や病院が事業所内保育所を開園するにあたり開園に係るアドバイスを行うコンサルティング事
業、結婚相談所事業、保活事業等多様な事業を展開しております。
　当社グループは、公的保育事業及び受託保育事業への上記の課題を踏まえ、事業基盤をより
整備・安定化させるために、これら既存事業の一層の拡大に加え、介護事業や生活関連支援事
業など経営理念に合致した各種サービス等、当社グループの事業ドメイン（コア・コンセプ
ト）を意識した新たな事業を積極的に展開してまいります。

－ 12 －



2023/02/24 10:39:07 / 22941367_株式会社テノ．ホールディングス_招集通知_電子提供措置用

主要な事業内容、主要な営業所

事　業　区　分 事　　　　業　　　　内　　　　容

公 的 保 育 事 業 認可保育所、小規模認可保育所の運営

受 託 保 育 事 業 企業内・病院内等の受託保育所、学童保育所、わいわい広場の受託運営

介 護 事 業 高齢者向け住宅の運営事業

生 活 関 連 支 援 事 業 手づくり総合教室教室「ホームメイドクッキング」の運営

そ の 他
幼稚園や保育所等に対する保育人材の派遣・紹介、認可外保育所の運営、
ベビーシッターサービス、ハウスサービス、テノスクール（tenoSCHOOL）の運営、
小規模認可保育所（事業所内保育事業）の運営、介護施設（デイサービス）の運営、
結婚相談所「テノマリ」の運営等

⑸　主要な事業内容（2022年12月31日現在）

本 社 福岡県福岡市博多区上呉服町10番10号

株 式 会 社 テ ノ ．
コ ー ポ レ ー シ ョ ン

本社（福岡市博多区）、東京本部（東京都港区）
沖縄支店（沖縄県那覇市）

株式会社テノ．サポート 本社（福岡市博多区）、東京本部（東京都港区）
大阪支店（大阪市中央区）、沖縄支店（沖縄県那覇市）

オフィス・パレット株式会社 本社（名古屋市中村区）

株 式 会 社 フ ォ ル テ 本社（大阪市中央区）

株 式 会 社 ホ ー ム メ イ ド
ク ッ キ ン グ 本社（東京都大田区）

⑹　主要な営業所（2022年12月31日現在）
①　当社

②　子会社
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使用人の状況

事 業 区 分 使 用 人 数 前連結会計年度末比増減

公 的 保 育 事 業 1,039（174）名 19名減（5名増）

受 託 保 育 事 業 674（945） 40名減（11名減）

介 護 事 業 31（46） 31名増（46名増）

生 活 関 連 支 援 事 業 36（－） 36名増（－）

そ の 他 79（238） 3名増（34名増）

全 社 （ 共 通 ） 44（－） 7名増（－）

合 計 1,903（1,403） 18名増（74名増）

使 用 人 数 前事業年度末比増減 平 均 年 齢 平 均 勤 続 年 数

44名（－） 7名増（－） 34.2歳 2.7年

⑺　使用人の状況（2022年12月31日現在）
①　企業集団の使用人の状況

（注）１. 従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（パートタイマー、人材会社からの派遣社員等
を含む。）は、最近１年間の平均人員を（　）外数で記載しております。

２. 全社（共通）として記載されている従業員数は、特定のセグメントに区分できない管理部
門に所属しているものであります。

②　当社の使用人の状況

（注）１. 従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（パートタイマー、人材会社からの派遣社員等
を含む。）は、最近１年間の平均人員を（　）外数で記載しております。

２. 当社子会社での勤続年数を含む平均勤続年数は3.6年となります。
３. 当社は純粋持株会社であるため、セグメント別の従業員数は記載しておりません。
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主要な借入先の状況、その他企業集団の現況に関する重要な事項

借 入 先 借 入 額

株 式 会 社 福 岡 銀 行 1,650百万円

株 式 会 社 三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行 828

株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 563

株 式 会 社 北 九 州 銀 行 476

株 式 会 社 十 八 親 和 銀 行 377

株 式 会 社 西 日 本 シ テ ィ 銀 行 268

株 式 会 社 百 十 四 銀 行 200

株 式 会 社 肥 後 銀 行 100

⑻　主要な借入先の状況（2022年12月31日現在）

⑼　その他企業集団の現況に関する重要な事項
　該当事項はありません。
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株式の状況

①　発行可能株式総数 13,320,000株

②　発行済株式の総数 4,685,700株

③　株主数 2,013名

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率
株 式 会 社 夢 源 1,500,000株 32.94％
池 内 　 比 呂 子 709,100 15.57
株 式 会 社 カ ナ モ リ コ ー ポ レ ー シ ョ ン 210,000 4.61
日 本 マ ス タ ー ト ラ ス ト
信 託 銀 行 株 式 会 社 （ 信 託 口 ） 205,600 4.51

三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ キ ャ ピ タ ル
５ 号 投 資 事 業 有 限 責 任 組 合 150,000 3.29

ＢＮＹＭ　ＡＳ　ＡＧＴ／ＣＬＴＳ　ＮＯＮ 
Ｔ Ｒ Ｅ Ａ Ｔ Ｙ 　 Ｊ Ａ Ｓ Ｄ Ｅ Ｃ 118,763 2.60

ＢＮＹＭ　ＡＳ　ＡＧＴ／ＣＬＴＳ　ＴＲＥ
Ａ Ｔ Ｙ 　 Ｊ Ａ Ｓ Ｄ Ｅ Ｃ 86,491 1.89 

西 尾 信 用 金 庫 51,100 1.12
阪 井 　 敬 朗 47,800 1.04
T H E 　 B A N K 　 O F 　 N E W 　 Y O R K
M E L L O N 　 1 4 0 0 6 6 46,650 1.02

２．会社の現況
⑴　株式の状況（2022年12月31日現在）

（注）新株予約権（ストックオプション）の行使により、発行済株式の総数は2,400株増加し
ております。

④　大株主

（注）１．当社は、自己株式を132,724株保有しておりますが、上記大株主からは除外しておりま 
す。

　　　２．持株比率は自己株式を控除して計算しております。
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会社役員の状況

地 位 氏 名 担 当 及 び 重 要 な 兼 職 の 状 況

代 表 取 締 役 社 長 池 内 　 比 呂 子

株式会社テノ．サポート代表取締役
オフィス・パレット株式会社代表取締役
株式会社フォルテ代表取締役
株式会社ホームメイドクッキング代表取締役
株式会社テノ．コーポレーション取締役
西部ガスホールディングス株式会社取締役　監査等委員

取 締 役 吉 野 晴 彦 株式会社テノ．コーポレーション代表取締役

取 締 役 岡 田 基 司 株式会社ホームメイドクッキング取締役

社 外 取 締 役 渡 辺 顯 好

社 外 取 締 役 柳 瀬 隆 志
嘉穂無線ホールディングス株式会社代表取締役社長
株式会社グッデイ代表取締役社長
株式会社イーケイジャパン代表取締役会長
株式会社カホエンタープライズ代表取締役社長

常 勤 監 査 役 小 田 隆 史

株式会社テノ．コーポレーション監査役
株式会社テノ．サポート監査役
オフィス・パレット株式会社監査役
株式会社フォルテ監査役
株式会社ホームメイドクッキング監査役

社 外 監 査 役 古 賀 光 雄
古賀公認会計士事務所代表
古賀マネージメント総研株式会社代表取締役
株式会社ワールドホールディングス社外監査役
株式会社アーバンライク社外監査役

社 外 監 査 役 宮 野 祐 輔

⑵　会社役員の状況
①　取締役及び監査役の状況（2022年12月31日現在）

（注）１. 取締役渡辺顯好氏及び柳瀬隆志氏は、社外取締役であります。
２. 監査役小田隆史氏、古賀光雄氏及び宮野祐輔氏は、社外監査役であります。
３. 監査役古賀光雄氏は、公認会計士資格を有しており、財務及び会計に関する相当程度の知見を有する

ものであります。
4. 当社は、社外取締役及び社外監査役の全員を東京証券取引所及び福岡証券取引所の定めに基づく独立

役員として指定し、両取引所に届け出ております。

②　責任限定契約の内容の概要
　会社法第427条第１項の規定に基づき、取締役渡辺顯好氏及び取締役柳瀬隆志氏、監査役小
田隆史氏、古賀光雄氏及び宮野祐輔氏と同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を
締結しております。当該契約における損害賠償責任の限度額は、会社法第425条第１項の規定

－ 17 －
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区 分 支 給 人 数
報 酬 等 の 総 額
基 本 報 酬 業績連動報酬等 非金銭報酬等

取 締 役
（うち社外取締役）

７名
（２）

62百万円
（６） - -

監 査 役
（うち社外監査役）

３
（３）

13
（13） - -

合 計
（うち社外役員）

10
（５）

76
(20） - -

に定める最低責任限度額としております。

③　役員等賠償責任保険（D&O保険）契約の内容の概要等
　当社は取締役、監査役及び子会社役員を被保険者として、会社法第430条の３第１項に規定
する役員等賠償責任保険（D&O保険）契約を保険会社との間で締結しております。その内容
は以下のとおりです。

（１）補償の対象となる保険事故の概要
　被保険者である役員等がその職務の執行に関し責任を負うこと、又は当該責任の追及に係る
請求を受けることによって生じることのある損害について補償するものであり、１年ごとに契
約更新しております。

（２）保険料
　保険料は全額会社負担としております。

④　取締役及び監査役の報酬等
当事業年度に係る報酬等の総額

（注）１. 上記取締役の報酬等の額には、使用人兼務取締役の使用人分給与等は含まれておりません。
２. 上記報酬等の額には、役員退職慰労引当金繰入額が含まれております。
３. 取締役の報酬額は、2016年３月30日開催の定時株主総会において取締役４名に対して年額

100百万円以内（使用人兼務取締役の使用人分給与を含まないほか、ストックオプションに
よる報酬等として年額30百万円以内）と決議いただいております。

４. 監査役の報酬限度額は、2016年３月30日開催の定時株主総会において監査役３名に対して
年額20百万円以内と決議いただいております。
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⑤　役員報酬等の内容の決定に関する方針等
当社は取締役の報酬等の内容に関する決定方針について2021年２月12日開催の取締役会に

おいて決議された方針に基づき役員報酬を決定しております。
当社の取締役の個人別の報酬については、客観性・透明性を確保するために、独立社外取締

役２名を含む３名の取締役で構成される指名報酬委員会を設置し、同委員会の審議を経て取締
役会にて決定することとしております。
　また、当該報酬等は、取締役会で決議された決定方針と整合していることを確認し、当該決
定方針に沿うものであると判断しております。
取締役の個人別の報酬等の内容に関する決定方針の内容は次のとおりです。

イ．基本方針
　当社の取締役の報酬は、企業価値の持続的な向上を図るため、個々の取締役の報酬の決定
に際しては各職責を踏まえた適正な水準とすることを基本方針としております。
　具体的には、当面の間、業務執行取締役の報酬はその全額を固定報酬とし、監督機能を担
う社外取締役についても、その職務に鑑み固定報酬のみといたします。
　当社は、企業価値の継続的な維持向上を目指すために、株主利益と連動した報酬体系の導
入による取締役へのインセンティブの付与について、中長期的に業績向上に対する取締役の
意識と責任を高めることに一定の理解をするものであり、報酬委員会などの機関による公正
な審議を経て、そのあり方について検討していく方針であります。

ロ．基本報酬（金銭報酬）の個人別の報酬等の決定に関する方針
　当社の取締役の基本報酬は、月例の固定報酬とし、役位、職責、在任年数等に応じて、ま
た他社水準、当社の業績、従業員給与の水準等も考慮勘案の上、総合的に決定するものであ
ります。取締役の退職慰労金は、退職時支払いとし、最終役位、在任年数に応じて、またそ
の功績を考慮勘案の上、総合的に決定するものであります。

ハ．金銭報酬の額、業績連動報酬等の額又は非金銭報酬等の額の取締役の個人別の報酬等の額
に対する割合の決定に関する方針
　業務執行取締役の報酬割合については固定報酬を100%とし、株主総会において決議され
た取締役の報酬総額上限の範囲内で、個人別の報酬等の内容を決定するものといたします。
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区分 氏 名 出 席 状 況 及 び 発 言 状 況

取締役 渡 辺 顯 好

当事業年度に開催された取締役会18回のうち18回出席し、経営者としての豊富
な経験と幅広い見識を生かし、その経歴を通じて培った経営の専門家としての経
験・見識に基づき独立した客観的な立場から、適切に会社の業績等の評価を行
い、その評価を経営陣幹部の人事に適切に反映することなどにより、経営陣に対
する実効性の高い監督を行うことを期待されており、主に長年企業経営に携わっ
た豊富な経験に基づき取締役会において意見・助言を行っております。

取締役 柳 瀬 隆 志

当事業年度に開催された取締役会18回のうち17回出席し、業務効率化を含む経営
全般について、自らの知見を生かし、保育現場のICT環境整備を推進している当社
の経営に有用な助言を行うことを期待されており、取締役会において主に企業経営
に携わった豊富な経験に基づき意見・助言を行っております。

監査役 小 田 隆 史
当事業年度に開催された取締役会18回のうち18回出席し、監査役会17回のうち
17回出席し、主に長年に亘り金融機関に在籍され、財務、会計、金融に関する
豊富な経験から適宜意見・助言を行っております。

監査役 古 賀 光 雄
当事業年度に開催された取締役会18回のうち18回出席し、監査役会17回のうち
16回出席し、主に公認会計士としての専門的見地から、当社の会計等に係る意
見・助言を行っております。

監査役 宮 野 祐 輔
当事業年度に開催された取締役会18回のうち17回出席し、監査役会17回のうち
16回出席し、主に長年企業経営に携わった豊富な経験から適宜意見・助言を行
っております。

⑥　社外役員に関する事項
イ．重要な兼職先である法人等と当社との関係
　社外役員の兼務先と当社との間には特別な利害関係はありません。

ロ．当事業年度における主な活動状況
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地 位 氏 名 企 業 経 営 営 業 業 界 知 見
ダ イ バ ー

シ テ ィ
財務・会計

内部統制・

ガバナンス
人事・労務 M & A D X

代表取締役社長 池 内 　 比 呂 子 ● ● ● ● ● ● ● ●

取 締 役 岡 田 基 司 ● ● ● ● ●

社 外 取 締 役 渡 辺 顯 好 ● ● ● ● ●

社 外 取 締 役 柳 瀬 隆 志 ● ● ● ● ●

（ご参考）取締役の専門性と経験（スキル・マトリックス）について
　2023年3月23日開催の定時株主総会後の、取締役の専門性と経験は以下のとおりであります。
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連結貸借対照表

科 目 金 額 科 目 金 額
（資  産  の  部）

流 動 資 産
現 金 及 び 預 金
売 掛 金 及 び 契 約 資 産
棚 卸 資 産
そ の 他
貸 倒 引 当 金

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産
建 物 及 び 構 築 物
リ ー ス 資 産
建 設 仮 勘 定
そ の 他

無 形 固 定 資 産
の れ ん
そ の 他

投 資 そ の 他 の 資 産
投 資 有 価 証 券
長 期 貸 付 金
長 期 前 払 費 用
繰 延 税 金 資 産
敷 金 及 び 保 証 金
そ の 他
貸 倒 引 当 金　

3,989
2,174
1,147

67
604
△3

5,333
1,728
1,557

6
105
58

1,865
1,636
229

1,739
10
737
328
165
497

1
△1　

（負  債  の  部）
流 動 負 債 3,739

買 掛 金 60
短 期 借 入 金 1,140
一年内返済予定の長期借入金 652
未 払 金 801
未 払 法 人 税 等 26
賞 与 引 当 金 64
契 約 負 債 624
そ の 他 370

固 定 負 債 3,402
長 期 借 入 金 3,137
繰 延 税 金 負 債 8
役 員 退 職 慰 労 引 当 金 26
資 産 除 去 債 務 209
そ の 他 20

負 債 合 計 7,142
（純 資 産 の 部）

株 主 資 本 2,180
資 本 金 453
資 本 剰 余 金 531
利 益 剰 余 金 1,280
自 己 株 式 △84

純 資 産 合 計 2,180
資 産 合 計 9,323 負 債 純 資 産 合 計 9,323

連 結 貸 借 対 照 表
（2022年12月31日現在）

（単位：百万円）
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連結損益計算書

(2022年 1 月 1 日から
2022年12月31日まで)

科 目 金 額
売 上 高 12,128
売 上 原 価 10,384
売 上 総 利 益 1,744
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 1,589
営 業 利 益 154
営 業 外 収 益

受 取 利 息 5
助 成 金 収 入 25
そ の 他 5 35

営 業 外 費 用
支 払 利 息 16
障 害 者 雇 用 納 付 金 4
補 助 金 返 還 額 4
自 己 株 式 取 得 費 用 4
そ の 他 3 32

経 常 利 益 156
特 別 利 益

補 助 金 収 入 248 248
特 別 損 失

減 損 損 失 9
固 定 資 産 圧 縮 損 247 257

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 146
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 129
法 人 税 等 調 整 額 44 174
当 期 純 損 失 27
親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 損 失 27

連 結 損 益 計 算 書

（単位：百万円）
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科 目 金 額 科 目 金 額
（資  産  の  部）

流 動 資 産
現 金 及 び 預 金
前 払 費 用
関 係 会 社 短 期 貸 付 金
未 収 入 金
そ の 他

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産
建 物
工 具 、 器 具 及 び 備 品

無 形 固 定 資 産
ソ フ ト ウ エ ア
そ の 他

投 資 そ の 他 の 資 産
関 係 会 社 株 式
投 資 有 価 証 券
関 係 会 社 長 期 貸 付 金
繰 延 税 金 資 産
そ の 他　

1,646
773
14

764
57
36

4,527
72
55
16

192
59

132
4,261
2,068

10
2,159

5
18　

（負  債  の  部）
流 動 負 債 1,690

短 期 借 入 金 1,100
一年内返済予定の長期借入金 516
未 払 金 54
未 払 費 用 0
未 払 法 人 税 等 6
未 払 消 費 税 等 0
預 り 金 11
賞 与 引 当 金 0

固 定 負 債 2,996
長 期 借 入 金 2,964
役 員 退 職 慰 労 引 当 金 24
資 産 除 去 債 務 7

負 債 合 計 4,687
（純 資 産 の 部）

株 主 資 本 1,485
資 本 金 453
資 本 剰 余 金 795
資 本 準 備 金 463
そ の 他 資 本 剰 余 金 331

利 益 剰 余 金 321
そ の 他 利 益 剰 余 金 321
繰 越 利 益 剰 余 金 321

自 己 株 式 △84
純 資 産 合 計 1,485

資 産 合 計 6,173 負 債 純 資 産 合 計 6,173

貸　借　対　照　表
（2022年12月31日現在）

（単位：百万円）
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損益計算書

(2022年 1 月 1 日から
2022年12月31日まで)

科 目 金 額
営 業 収 益 565
営 業 費 用 495
営 業 利 益 69
営 業 外 収 益

受 取 利 息 56
そ の 他 0 57

営 業 外 費 用
支 払 利 息 16
自 己 株 式 取 得 費 用 4 20

経 常 利 益 107
税 引 前 当 期 純 利 益 107
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 28
法 人 税 等 調 整 額 3 32
当 期 純 利 益 74

損　益　計　算　書

（単位：百万円）
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独立監査人の監査報告書
　 2023年２月24日

株式会社テノ．ホールディングス
取 締 役 会 　 御 中

　
有限責任監査法人ト　ー　マ　ツ

福 岡 事 務 所
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 上 田 知 範 ㊞
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 宮 㟢 　 健 ㊞

　
監査意見

当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、株式会社テノ．ホールディングスの2022年１月

１日から2022年12月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計

算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。

当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に

準拠して、株式会社テノ．ホールディングス及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期

間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査

の基準における当監査法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記載されている。当

監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、ま

た、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ

適切な監査証拠を入手したと判断している。

連結計算書類に係る会計監査報告
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その他の記載内容

その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成

し開示することにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び

運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法

人はその他の記載内容に対して意見を表明するものではない。

連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、

その他の記載内容と連結計算書類又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどう

か検討すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか

注意を払うことにある。

当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、そ

の事実を報告することが求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

連結計算書類に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視す

ることにある。

連結計算書類の監査における監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬による

重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連結計算

書類に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に
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又は集計すると、連結計算書類の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性が

あると判断される。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職

業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対

応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見

表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・　連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監

査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連す

る内部統制を検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見

積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入手し

た監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な

不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場

合は、監査報告書において連結計算書類の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関

する連結計算書類の注記事項が適切でない場合は、連結計算書類に対して除外事項付意見を表明する

ことが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、

将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準

に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及び内容、

並びに連結計算書類が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

・　連結計算書類に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適

切な監査証拠を入手する。監査人は、連結計算書類の監査に関する指示、監督及び実施に関して責任

がある。監査人は、単独で監査意見に対して責任を負う。
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監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別

した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項

について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵

守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽

減するためにセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき

利害関係はない。

以　上
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独立監査人の監査報告書
　 2023年２月24日

株式会社テノ．ホールディングス
取 締 役 会 　 御 中

　
有限責任監査法人ト　ー　マ　ツ

福 岡 事 務 所
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 上 田 知 範 ㊞
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 宮 㟢 　 健 ㊞

　
監査意見
当監査法人は、会社法第436条第2項第1号の規定に基づき、株式会社テノ．ホールディングスの2022

年1月1日から2022年12月31日までの第8期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、
株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）について監査
を行った。
当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準

拠して、当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示している
ものと認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査

の基準における当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当監
査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としての
その他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入
手したと判断している。

計算書類に係る会計監査報告
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その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成

し開示することにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び
運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人

はその他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、そ

の他の記載内容と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検
討すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意
を払うことにある。
当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、そ

の事実を報告することが求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

計算書類等に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作成
し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適切

であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業
に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視す

ることにある。

計算書類等の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による重

要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類等
に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は
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集計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると
判断される。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職

業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対
応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見
表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・　計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査
人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する
内部統制を検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見
積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した
監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不
確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合
は、監査報告書において計算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する
計算書類等の注記事項が適切でない場合は、計算書類等に対して除外事項付意見を表明することが求
められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事
象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に
準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並び
に計算書類等が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。
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監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別
した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項
について報告を行う。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵

守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽
減するためにセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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監　査　報　告　書
　当監査役会は、2022年１月１日から2022年12月31日までの第８期事業年度の取締役
の職務の執行に関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告
書を作成し、以下のとおり報告いたします。

１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
⑴監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果について報告
を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて
説明を求めました。

⑵各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等に従い、取締
役、内部監査部門その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めると
ともに、以下の方法で監査を実施しました。

①　取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況について報告を
受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務及
び財産の状況を調査いたしました。また、子会社については、子会社の取締役及び監査役等と意思疎
通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報告を受けました。

②　事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体
制その他株式会社及びその子会社から成る企業集団の業務の適正を確保するために必要なものとして
会社法施行規則第100条第１項及び第３項に定める体制の整備に関する取締役会決議の内容及び当該
決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）について、取締役及び使用人等からその構築
及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明いたしました。

③　会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するととも
に、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。ま
た、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計算規則第
131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（2005年10月28日企業会計審議会）等
に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。
　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、
損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結
貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検討いたしまし
た。

監査役会の監査報告
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監査役会の監査報告

２．監査の結果
⑴事業報告等の監査結果
①　事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認め
ます。

②　取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する重大な事実は認められま
せん。

③　内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制シス
テムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められま
せん。

⑵計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人有限責任監査法人トーマツの監査の方法及び結果は相当であると認めます。

⑶連結計算書類の監査結果
会計監査人有限責任監査法人トーマツの監査の方法及び結果は相当であると認めます。

2023年２月24日
株 式 会 社 テ ノ ． ホ ー ル デ ィ ン グ ス 　 監 査 役 会

社外常勤監査役 小 田 　 隆 史 ㊞
社 外 監 査 役 古 賀 　 光 雄 ㊞
社 外 監 査 役 宮 野 　 祐 輔 ㊞
（注）監査役小田隆史、古賀光雄及び宮野祐輔の

各氏は、会社法第２条第16号及び第335
条第３項に定める社外監査役であります。　

以　上
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地図

会場：福岡市中央区渡辺通１丁目１番２号
ホテルニューオータニ博多　４階
「鶴の間」
（電話）092-714-1111

＜交通手段＞
西鉄薬院駅から

徒歩　　　約７分
地下鉄渡辺通駅から

徒歩　　　約１分
JR博多駅から

タクシー　約７分
福岡空港から

タクシー　約35分

新型コロナウイルスに関するお知らせ

新型コロナウイルスの感染拡大が続いております。
本株主総会にご出席される株主様は、株主総会開催日
現在の感染状況やご自身の体調をお確かめのうえ、マ
スク着用などの感染予防にご配慮いただき、ご来場賜
りますようお願い申し上げます。
また、会場入口付近にて検温を実施いたします。
37.5℃以上の発熱、体調不良とみられる方につきま
しては、感染予防のための措置を講じる場合もござい
ますので、ご協力のほどお願い申し上げます。

株 主 総 会 会 場 ご 案 内 図
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※　お土産をご用意しておりますが、ご出席の株主お一人様に対し１個とさせていただきます。


